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一般社団法人日本美容医療学会（事務

局：東京都港区、代表理事：寺西 宏王、

略称：JAPSA）は、����年�月��日（金）、

大阪市北区にて「第��回 日本美容医療

学会 研究会」を開催しました。「学び、継

承し、革新へ」をテーマとした本研究会に

は、美容外科医や形成外科医、再生医療

の専門家ら��名が参加。基礎から応用ま

でさまざまな切り口の��演題が発表さ

れ、臨床現場で活用できる知識・技術の

習得の場となりました。

一般演題では、TCB東京中央美容外科

の梅田将志医師の発表が注目を集めま

した。梅 田 医 師 は 、近 年の美 容・再 生 医

療 分 野で甚 だしく普 及している多 血 小

板 血 漿（ P R P ）療 法 について、デジタル

指 標 に お け る 最 小 臨 床 的 重 要 差

（MCID）を算出し、患者の主観的満足度

（PGIC）との関係を検証。定量的なデー

タを用いた解析・考察をもとに、患者満

足 度を高 めるためのアプローチを示 唆

しました 。さらに、デジタル 顔 面 光 沢 に

おいて初めてMCIDの数値を確立し、今

後のスキンクオリティ研究における重要

なベンチマークも提示しました。再生医

療の分 野からは 、リジェネクリニックの

木内玲子氏が登壇。再生医療の現場の

実 情 をテーマに、再 生 医 療 にお ける安

全 性と科 学 的 妥 当 性 を構 成するしくみ

を解 説し、治 療データの 取 得 の 重 要 性

を主 張しました。その上で、実 運 用と法

律 に お いて 構 造 的 に 乖 離 する 点 を 述

べ 、再生医療の社会的定着 へ 向けた展

望を示しました。

継承から生まれる革新が、美容医療の選択肢を増やす。
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ビデオシンポジウムでは、TCB東京中央

美容外科の松本亮一医師が臍突出症修

正術について発表しました。術前診断の

重 要 性を主 張し、病 歴 聴 取の際の注 意

点や臍ヘルニア合併が疑 われる場合の

対応を述べたのち、手術シェーマや術中

映像を用いて各フェーズのポイントを解

説 。質 疑 応 答では 、小 倉 記 念 病 院  形 成

外 科  部 長 の 瀬 﨑 伸 一 医 師ら形 成 外 科

領 域 の 専 門 家 から、それ ぞれの 経 験 を

交えた意 見 が飛 び交い、活 発 な議 論 が

展開されました。

本 研 究 会 は 、セミナーも充 実しました。

株式会社シンクスヘルスケア共催のラン

チョン セミナ ー に は 、韓 国 よりW y n e  

Plastic Surger y Clinic 代表院長のキ

ム・ウラム医師を招聘。キム医師は、低侵

襲な若返り治療として注目されるスレッ

ドリフトについて、設 計 学 的 視 点からの

解 説 を展 開 。多 数 の症 例 を供 覧しなが

ら、患者背景から導く治療戦略や注入治

療 と併 用した 際 の 考 え方 を紹 介し、ス

レッドリフトにおける「治療設計」の重要

性を示しました。スレッドリフトを「技術」

ではなく「設計学」として捉えなおした実

践的アプローチが、参加者の関心を多く

集めました。

美容外科領域にとどまらない多角的な

アプロ ーチが 見られ 、美 容 医 療 の 新た

な可 能 性を見 据える機 会となった本 研

究会。講師である東邦大学医療センター

大森病院 形成外科学講座 主任教授の

荻野晶弘医師は、総評として「回を重ね

るごとに発表の質が上がっている。若手

医師も、この場所をより積極的に盛り上

げてほしい。美 容 医 療 業 界 全 体の質の

向 上 にもつな がる」と述 べ ました 。「 第

� � 回  日 本 美 容 医 療 学 会  研 究 会 」は 、

����年�月��日（金）開催予定です。
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多角的なアプローチが導く、
新たな可能性と展望。

JAPSA
N E WS



Inform
ation

日
本
美
容
医
療
学
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

JAPSAが目指すのは、美容医療業界をリードする医師の育成です。

年�回の研究会と年に一度の学術総会を中心に、今後のキャリア形成に活かせる機会をご用意しています。

皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

JAPSAは、美容外科医の育成や最新知見の共有、業界全体の発展を目指して、多くの学びの場を提供しています。

����年も「JAPSAだから学べる環境」を創り出してまいります。
※開催日および場所は変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

�月��日 【大阪】 第��回 日本美容医療学会 研究会　会場：K’sスクエアビル�F（大阪府大阪市北区曾根崎�-�-��）

�月��日 【東京・大阪】 ����年 JAPSA認定医試験　会場：申請受付後に連絡

�月��日 【大阪】 第��回 日本美容医療学会 研究会　会場：K’sスクエアビル �F（大阪府大阪市北区曾根崎�-�-��）

�月�日・�日 【沖縄】 第�回 JAPSAサマースクール　会場：ホテルコレクティブ那覇（沖縄県那覇市松尾�-�-�）

��月�日・�日 【東京】 第�回 日本美容医療学会 学術総会　会場：ベルサール八重洲（東京都中央区八重洲�-�-�）

����年 JAPSA認定医試験
【試験日時】 ����年�月��日（金） ��:��試験開始
【　会場　】 東京都内、大阪市内（予定） ※会場の詳細は申請受付後にご連絡いたします。

【試験形式】 筆記試験（マークシート形式）
【申込期日】 ����年�月��日（金） ※書類必着

JAPSA認定医制度
JAPSA認定医は、日々の診療・手術経験を客観的に証明できる資格です。
今後のキャリア形成や患者・医療関係者との信頼構築に大きく役立つことが期待されます。

【新規申請要件】
・日本美容医療学会（JAPSA）の正会員であること
・学術総会または研究会に�回以上出席していること

第�回 JAPSAサマースクール
【　会期　】 ����年�月�日（土）・�日（日）
【　会場　】 〒���-���� 沖縄県那覇市松尾�-�-� ホテルコレクティブ那覇
【　定員　】 ��名
【参加資格】 医学生（�～�年生）、初期研修医、現職医師（美容外科経験�年未満）
【  参加費  】 医学生：�,���円、初期研修医：��,���円、

　　　　　 現職医師：��,���円 ※一部交通費補助あり

JAPSAサマースクールのお申し込み・詳細はこちら↓

【審査の流れ】
（�）申請書類に基づく書類審査
（�）筆記試験

【申請書類】
（様式A）‒ 認定医申請書
（様式B）‒ 履歴書
（様式C）‒ 診療実績証明書

【新規申請手数料】
��,���円

新規申請の詳細・更新申請についてはこちら↓

第��回 日本美容医療学会 研究会
【　会期　】 ����年�月��日（金） ��:��～��:��予定
【　会場　】 〒���-���� 大阪府大阪市北区曾根崎�-�-�� K’sスクエアビル �F
【　定員　】 ��名
【参加資格】 医師・看護師・メディカルスタッフ・事務職員 等
【  参加費  】 《研究会》 会員：�,���円、非会員：��,���円／《懇親会》 �,���円
【応募締切】 ����年�月�日（金）��:��

日本美容医療学会 研究会のお申し込み・詳細はこちら↓
※お申し込みには、m�.comのアカウントが必要となります。
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年間開催予定

https://japsa.or.jp/achv/achv_20260417

https://japsa.or.jp/certified_doctor_system

https://japsa.or.jp/achv/achv_summer_school_2026


